
学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period木／Thu 3

2016/04/06～2016/07/21開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563001020160563001001

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11119_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(M1～M3_D1・D2_T(韓1)_K1～K3)／Korean I

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟14／RoomA-14教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
ハングルの文字を読み、書くことができるようになります。また、与えられたトピックについて、
韓国語でコミュニケーションできることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①自己紹介
②買い物
③毎日の生活

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は、第１回目の授業で指定します。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイル
で整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中
に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ウォームアップ・アクティビティ第1回　4月7日

自己紹介第2回　4月14日

自己紹介第3回　4月21日

自己紹介第4日　4月28日

自己紹介第5回　5月12日

スピーキングテスト第6回　5月19日

買い物第7回　5月26日

買い物第8回　6月2日

買い物第9回　6月9日

毎日の生活第10回　6月16日



毎日の生活第11回　6月23日

毎日の生活第12回　6月30日

毎日の生活第13回　7月7日

スピーキングテスト練習第14回　7月14日

スピーキングテスト第15回　7月21日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　8月3日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2016/04/06～2016/07/25開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563001020160563001002

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11119_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(L(韓1))／Korean I

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育B棟34／RoomB-34教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
ハングルの文字を読み、書くことができるようになります。また、与えられたトピックについて、
韓国語でコミュニケーションできることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①自己紹介
②買い物
③毎日の生活

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は、第１回目の授業で指定します。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイル
で整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中
に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ウォームアップ・アクティビティ第1回　4月11日

自己紹介第2回　4月18日

自己紹介第3回　4月25日

自己紹介第4回　5月2日

自己紹介第5回　5月9日

スピーキングテスト第6回　5月16日

買い物第7回　5月23日

買い物第8回　5月30日

買い物第9回　6月6日

毎日の生活第10回　6月13日



毎日の生活第11回　6月20日

毎日の生活第12回　6月27日

毎日の生活第13回　7月4日

スピーキングテスト練習第14回　7月11日

スピーキングテスト第15回　7月25日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　8月3日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2016/04/06～2016/07/20開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563001020160563001003

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11119_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(L(韓2)_P1・P2_F(韓2)_T(韓2))／Korean I

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以上は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
ハングル文字を読み、書くことができるようになります。また与えられたトピックについて、韓国
語でコミュニケーションができることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペア又はグループで、韓国語で会話することができる。
①自己紹介　②買い物　③毎日の生活授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は、第１回目の授業で指定します。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイル
で整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中
に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。
定期試験（ペーパーテスト）　30％

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ワームアップ・アクティビティ第1回　4月6日

自己紹介第2回　4月13日

自己紹介第3回　4月20日

自己紹介第4回　4月27日

自己紹介第5回　5月11日

スピーキングテスト第6回　5月18日

道案内第7回　5月25日

道案内第8回　6月1日

道案内第9回　6月8日

毎日の生活第10回　6月15日

毎日の生活第11回　6月22日



毎日の生活第12回　6月29日

毎日の生活第13回　7月6日

スピーキングテスト練習第14回　7月13日

スピーキングテスト第15回　7月20日

定期試験第16回　8月3日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2016/04/06～2016/07/20開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563001020160563001004

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11119_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(E1～E6_M4～M6_F(韓1))／Korean I

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
ハングル文字を読み書くことができるようになります。また与えられたトピックについて、韓国語
でコミュニケーションができることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアないしグループで、韓国語で会話することができる。
①自己紹介　
②買い物
③毎日の生活

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。また授業では、ペアないしグループワークが中心となりま
す。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、コミュニケーションに必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は第1回目の授業で指定します。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイルで整
理したうえで、授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に
使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は養育教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ワームアップ・アクティビティ第1回　4月6日

自己紹介第2回　4月13日

自己紹介第3回　4月20日

自己紹介第4回　4月27日

自己紹介第5回　5月11日

スピーキングテスト第6回　5月18日

買い物第7回　5月25日

買い物第8回　6月1日

買い物第9回　6月8日



日常の生活第10回　6月15日

日常の生活第11回　6月22日

日常の生活第12回　6月29日

日常の生活第13回　7月6日

スピーキングテスト練習第14回　7月13日

スピーキングテスト第15回　7月20日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　8月3日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period火／Tue 3

2016/09/30～2017/01/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563001020160563001005

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11119_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅰ(G1～G3)／Korean I

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

文　仙美／Mun　Sommi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

文　仙美／Mun　Sommi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

文　仙美／Mun　Sommi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
ハングルの文字を読み、書くことができるようになります。また、与えられたトピックについて、
韓国語でコミュニケーションできることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①自己紹介
②買い物
③毎日の生活

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は、第１回目の授業で指定します。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイル
で整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中
に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ワームアップ・アクティビティ第1回　10月3日

自己紹介第2回　10月17日

自己紹介第3回　10月24日

自己紹介第4回　10月31日

自己紹介第5回　11月7日

スピーキングテスト第6回　11月14日

買い物第7回　11月21日

買い物第8回　11月28日

買い物第9回　12月5日

日常の生活第10回　12月12日



日常の生活第11回　12月19日

日常の生活第12回　12月26日

日常の生活第13回　1月16日

スピーキングテスト練習第14回　1月23日

スピーキングテスト第15回　1月30日

定期試験第16回　2月6日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period木／Thu 3

2016/09/30～2017/01/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563003020160563003001

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11219_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(M1～M3_D1・D2_T(韓1)_K1～K3)／Korean II

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

河津　基／Kawatsu Motoi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

河津　基／Kawatsu Motoi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

河津　基／Kawatsu Motoi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟24／RoomA-24教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

kawatsu@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address
経済学部 本館3階 327号室
資料を文教B-106（劉卿美教授の部屋）のドアに残すことがあります。担当教員研究室/Laboratory

095-820-6388担当教員TEL/Tel
授業時間以外は、基本的に対応可。
2016年度後期の授業は次の通りです。
月曜3限 韓国語II （教） A12教室
木曜3限 韓国語II （医歯工環） A24教室
木曜5曜 GSR短期海外研修 片淵キャンパス

担当教員オフィスアワー/Office hours

ハングルを読み、書くことができるようになります。また、与えられたトピックについて、韓国語
でコミュニケーションできることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①夏休みの思い出
②道案内
③春休みにやりたいこと

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
前期に使用した教科書を引き続き使います。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイ
ルで整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業
中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

授業への積極的な取り組み　30％
　遅刻は2点減点、欠席は4点減点。
課題（予習・復習）　20％
スピーキングテスト　20％
定期試験　30％
「追試験」は教養教育事務室で申請可能です。「再試験」は行いません。
出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格を失います（長崎大学教養教育履修規定第14条
第2項）。成績は「失」と表示されます。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

振り返り第1回　10月6日

夏休みの思い出第2回　10月13日

夏休みの思い出第3回　10月20日

夏休みの思い出第4回　10月27日



夏休みの思い出第5回　11月10日

スピーキングテスト第6回　11月17日

道案内第7回　11月24日

道案内第8回　12月1日

道案内第9回　12月8日

春休みにしたいこと第10回　12月15日

春休みにしたいこと第11回　12月22日

春休みにしたいこと第12回　1月5日

春休みにしたいこと第13回　1月12日

スピーキングテスト練習第14回　1月19日

スピーキングテスト第15回　1月26日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　2月8日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period月／Mon 3

2016/09/30～2017/01/30開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563003020160563003002

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11219_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(L(韓1))／Korean II

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

河津　基／Kawatsu Motoi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

河津　基／Kawatsu Motoi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

河津　基／Kawatsu Motoi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

kawatsu@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address
経済学部 本館3階 327号室
資料を文教B-106（劉卿美教授の部屋）のドアに残すことがあります。担当教員研究室/Laboratory

095-820-6388担当教員TEL/Tel
授業時間以外は、基本的に対応可。
2016年度後期の授業は次の通りです。
月曜3限 韓国語II （教） A12教室
木曜3限 韓国語II （医歯工環） A24教室
木曜5曜 GSR短期海外研修 片淵キャンパス

担当教員オフィスアワー/Office hours

ハングルを読み、書くことができるようになります。また、与えられたトピックについて、韓国語
でコミュニケーションできることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①夏休みの思い出
②道案内
③春休みにやりたいこと

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
前期に使用した教科書を引き続き使います。そのほかにプリントを配布します。プリントはファイ
ルで整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業
中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

授業への積極的な取り組み　30％
　遅刻は2点減点、欠席は4点減点。
課題（予習・復習）　20％
スピーキングテスト　20％
定期試験　30％
「追試験」は教養教育事務室で申請可能です。「再試験」は行いません。
出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格を失います（長崎大学教養教育履修規定第14条
第2項）。成績は「失」と表示されます。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

振り返り第1回　10月3日

夏休みの思い出第2回　10月17日

夏休みの思い出第3回　10月24日

夏休みの思い出第4回　10月31日



夏休みの思い出第5回　11月7日

スピーキングテスト第6回　11月14日

道案内第7回　11月21日

道案内第8回　11月28日

道案内第9回　12月5日

春休みにしたいこと第10回　12月12日

春休みにしたいこと第11回　12月19日

春休みにしたいこと第12回　12月26日

春休みにしたいこと第13回　1月16日

スピーキングテスト練習第14回　1月23日

スピーキングテスト第15回　1月30日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　2月8日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period水／Wed 1

2016/09/30～2017/01/25開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563003020160563003003

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11219_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(L(韓2)_P1・P2_F(韓2)_T(韓2))／Korean II

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

佐々木　正徳／Sasaki　Masanori

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

佐々木　正徳／Sasaki　Masanori

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

佐々木　正徳／Sasaki　Masanori

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。
授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①夏休みの思い出
②道案内
③春休みにしたいこと

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は、前期で使用したものを引き続き使います。そのほかにプリントを配布します。プリント
はファイルで整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできませ
ん。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

振り返り第1回　10月5日

夏休みの思い出第2回　10月12日

夏休みの思い出第3回　10月19日

夏休みの思い出第4回　10月26日

夏休みの思い出第5回　11月2日

スピーキングテスト第6回　11月9日

道案内第7回　11月16日

道案内第8回　11月30日

道案内第9回　12月7日

春休みにしたいこと第10回　12月14日



春休みにしたいこと第11回　12月21日

春休みにしたいこと第12回　1月4日

春休みにしたいこと第13回　1月11日

スピーキングテスト練習第14回　1月18日

スピーキングテスト第15回　1月25日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　2月8日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period水／Wed 2

2016/09/30～2017/01/25開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563003020160563003004

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11219_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅱ(G1～G3_E1～E6_M4～M6_F(韓1))／Korean II

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

佐々木　正徳／Sasaki　Masanori

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

佐々木　正徳／Sasaki　Masanori

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

佐々木　正徳／Sasaki　Masanori

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
ハングルの文字を読み、書くことができるようになります。また、与えられたトピックについて、
韓国語でコミュニケーションできることを目標とします。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

以下のトピックについて、3分以上、ペアまたはグループで、韓国語で会話することができる。
①夏休みの思い出
②道案内
③春休みにしたいこと

授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではぺアないしグループワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ペアないしグループワークを通して、必要な表現や単語を身につけます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
教科書は、前期で使用したものを引き続き使います。そのほかにプリントを配布します。プリント
はファイルで整理したうえで授業に持参してください。過去のプリントは教室ではお渡しできませ
ん。授業中に使用した紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
授業内活動　30％
授業への取り組み方　20％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認。
教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

振り返り第1回　10月5日

夏休みの思い出第2回　10月12日

夏休みの思い出第3回　10月19日

夏休みの思い出第4回　10月26日

夏休みの思い出第5回　11月2日

スピーキングテスト第6回　11月9日

道案内第7回　11月16日

道案内第8回　11月30日

道案内第9回　12月7日

春休みにしたいこと第10回　12月14日



春休みにしたいこと第11回　12月21日

春休みにしたいこと第12回　1月4日

春休みにしたいこと第13回　1月11日

スピーキングテスト練習第14回　1月18日

スピーキングテスト第15回　1月25日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　2月8日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 2

2016/04/01～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563005020160563005001

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11319_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2M1～2M3_2T1・2T2_2K1～2K3)／Korean III

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫／Jihyon Shimu

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
プリントを配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードで打刻するように。やむを得ず欠
席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認してくだ
さい。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
Three Things about Me
1minute conversation
課題：frist draft writing第1回

Three Things about Me
peer-editing
2minute conversation
課題：2nd draft writing

第2回



Three Things about Me
3minute conversation
Recording/ Transcription
課題：final draft writing

第3回

Three Things about me
Common Mistakes
Fun Essay

第4回

Lifestyles第5回

Lifestyles第6回

Lifestyles第7回

Lifestyles第8回

スピーキングテスト第9回

Local Culture第10回

Local Culture第11回

　Local Culture第12回

Local Culture第13回

スピーキングテスト練習第14回

スピーキングテスト第15回

定期試験（ペーパーテスト）第16回



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period木／Thu 1

2016/04/01～2016/07/21開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563005020160563005002

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11319_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2G1～2G3_2L1～2L3_2P1・2P2_2F1～2F3)／Korean III

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上で、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、韓国語で、ペアと会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
プリントで配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えられ
ない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教育教育事務室で確認し
てください。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
Three things about me
　1-minute conversation
　課題：first draft writing

第1回　4月8日

Three things about me
　peer-editing
　2-minute conversation
　課題：2nd draft writing

第2回　4月15日

Three things about me
　3-minute conversation
　Recording/Transcription
　課題：final draft writing

第3回　4月22日

Three things about me
　Common mistakes
　Fun essay

第4回　5月6日



Local Culture第5回　5月13日

Local Culture第6回　5月20日

Local Culture第7回　5月27日

Local Culture第8回　6月3日

スピーキングテスト　第9回　6月10日

Lifestyles第10回　6月17日

Lifestyles第11回　6月24日

Lifestyles第12回　7月1日

Lifestyles第13回　7月8日

スピーキングテスト練習第14回　7月15日

スピーキングテスト第15回　7月22日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　7月29日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period木／Thu 2

2016/04/01～2016/07/21開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563005020160563005003

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11319_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2E1～2E6)／Korean III

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

劉　卿美／Yuu Kiyonmi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟12／RoomA-12教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
ないます。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと、韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行います。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
プリントで配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認し
てください。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
Three Things about Me
 1 minute conversation
 課題：first draft writing

第1回　4月8日

Three Things about Me
 peer-editing
 2 minute conversation
 課題：2nd draft writing

第2回　4月15日

Three Things about Me
 3 minute conversation
 Recording/Transcription
 課題：final draft writing

第3回　4月22日

Three Things about Me
 Common Mistakes
 Fun Essay

第4回　5月6日

Local Culture第5回　5月13日



Local Culture第6回　5月20日

Local Culture第7回　5月27日

Local Culture第8回　6月3日

スピーキングテスト第9回　6月10日

Lifestyles第10回　6月17日

Lifestyles第11回　6月24日

Lifestyles第12回　7月1日

Lifestyles第13回　7月8日

スピーキングテスト練習第14回　7月15日

スピーキングテスト第15回　7月22日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　7月29日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　前期
／First Semester 曜日・校時／Day・Period火／Tue 1

2016/04/01～2016/07/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563005020160563005004

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11319_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅲ(2D1・2D2_2T3～2T10)／Korean III

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫／Jihyon Shimu

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
プリントを配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードで打刻するように。やむを得ず欠
席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認してくだ
さい。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
Three Things about Me
1minute conversation
課題：frist draft writing第1回

Three Things about Me
peer-editing
2minute conversation
課題：2nd draft writing

第2回



Three Things about Me
3minute conversation
Recording/ Transcription
課題：final draft writing

第3回

Three Things about me
Common Mistakes
Fun Essay第4回

Lifestyles第5回

Lifestyles第6回

Lifestyles第7回

Lifestyles第8回

スピーキングテスト第9回

Local Culture第10回

Local Culture第11回

　Local Culture第12回

Local Culture第13回

スピーキングテスト練習第14回

スピーキングテスト第15回

定期試験（ペーパーテスト）第16回



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period火／Tue 2

2016/09/30～2017/01/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563007020160563007001

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11419_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2M1～2M3_2T1・2T2_2K1～2K3)／Korean IV

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫／Jihyon Shimu

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
プリントを配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードで打刻するように。やむを得ず欠
席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認してくだ
さい。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
How was the Break?
 1 minute conversation
 課題：first draft writing第1回

How was the Break?
 peer-editing
 2 minute conversation
 課題：2nd draft writing

第2回



How was the Break?
 3 minute conversation
 Recording/Transcription
 課題：final draft writing　第3回

How was the Break?
 Common Mistakes
 Fun Essay第4回

Things that really bug me.第5回

Things that really bug me.第6回

Things that really bug me.第7回

Things that really bug me.第8回
スピーキングテスト第9回

Future Dreams第10回

Future Dreams第11回

Future Dreams第12回

Future Dreams第13回

スピーキングテスト練習第14回

スピーキングテスト第15回

定期試験（ペーパーテスト。第16回



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period木／Thu 1

2016/09/30～2017/01/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563007020160563007002

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11419_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2G1～2G3_2L1～2L3_2P1・2P2_2F1～2F3)／Korean IV

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

文　仙美／Mun　Sommi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

文　仙美／Mun　Sommi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

文　仙美／Mun　Sommi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student
you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
ないます。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
プリントで配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードリーダで打刻するように。やむを
得ず欠席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認し
てください。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
How was the Break?
1 minute conversation
課題：first draft writing

第1回　10月6日

How was the Break?
 peer-editing
 2 minute conversation
 課題　2nd draft writing

第2回　10月13日

How was the Break?
 3 minute conversation
 Recording/Transcription
 課題: final draft writing

第3回　10月20日

How was the Break?
 Common Mistakes
 Fun Essay

第4回　10月27日

Things that really bug me.第5回　11月10日



Things that really bug me.第6回　11月17日

Things that really bug me.第7回　11月24日

Things that really bug me.第8回　12月1日

スピーキングテスト第9回　12月8日

Future dreams第10回　12月15日

Future dreams第11回　12月22日

Future dreams第12回　1月5日

Future dreams第13回　1月12日

スピーキングテスト練習第14回　1月19日

スピーキングテスト第15回　1月26日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　2月2日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period木／Thu 2

2016/09/30～2017/01/26開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563007020160563007003

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11419_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2E1～2E6)／Korean IV

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

文　仙美／Mun　Sommi

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

文　仙美／Mun　Sommi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

文　仙美／Mun　Sommi

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

対象学生（クラス等）  /Object Student

you-kiss@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

B-106担当教員研究室/Laboratory

095-819-2081担当教員TEL/Tel

授業時間以外は、基本的に対応可。時間割は教員研究室の前に掲示。担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

キーワード/Key word
プリントを配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください。

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードで打刻するように。やむを得ず欠
席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認してくだ
さい。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
How was the Break?
 1 minute conversation
 課題：first draft writing

第1回　10月6日

How was the Break?
 peer-editing
 2 minute conversation
 課題：2nd draft writing

第2回　10月13日

How was the Break?
 3 minute conversation
 Recording/Transcription
 課題：final draft writing

第3回　10月20日

How was the Break?
 Common Mistakes
 Fun Essay

第4回　10月27日

Things that really bug me.第5回　11月10日



Things that really bug me.第6回　11月17日

Things that really bug me.第7回　11月24日

Things that really bug me.第8回　12月1日

スピーキングテスト第9回　12月8日

Future Dreams第10回　12月15日

Future Dreams第11回　12月22日

Future Dreams第12回　1月5日

Future Dreams第13回　1月12日

スピーキングテスト練習第14回　1月19日

スピーキングテスト第15回　1月26日

定期試験（ペーパーテスト）第16回　2月2日



学期／Semester 2016年度／Academic Year　後期
／Second Semester曜日・校時／Day・Period火／Tue 1

2016/09/30～2017/01/24開講期間／Class period

必修選択／Required/Elective class 単位数(一般/編入/留学)／Credits
(general/admission/overseas)必修／required 1.0/1.0/1.0

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Subject code0563007020160563007004

科目ナンバリングコード／Numbering CodeGEKR 11419_032

授業科目名／Subject ●韓国語Ⅳ(2D1・2D2_2T3～2T10)／Korean IV

編集担当教員／Professor in charge of
putting together the course syllabus

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（科目責任者）
／Professor in charge of the subject

沈　智炫／Jihyon Shimu

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Professor(s)

沈　智炫／Jihyon Shimu

外国語科目科目分類／Class type

講義形態／Class Form2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Year

教養教育A棟32／RoomA-32教室／Class room

2T1̃10対象学生（クラス等）  /Object Student

nursesim77@hotmail.co.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Laboratory

担当教員TEL/Tel

火曜日　昼休み（12：00～12：50）　非常勤師室・要確認担当教員オフィスアワー/Office hours
韓国語ⅠとⅡで身につけた韓国語のコミュニケーション能力をもとに、よりリアルな会話活動を行
います。

授業の概要及び位置づけ/Course Outline and
Objectives

①与えられたトピックについて、80ワード以上、韓国語で書くことができる。
②与えられたトピックについて、3分以上、ペアと韓国語で会話することができる。授業到達目標/Goal

授業は予習課題をもとに進められます。授業ではペアワークが中心となります。授業方法（学習指導法）/Method

ライティング活動、会話活動を同時進行で行ないます。授業内容/Class outline/Con

語学　韓国語　キーワード/Key word
プリントを配布します。ファイルで整理したうえで、授業に持参してください。欠席した場合は、
教員研究室に取りに来てください。過去のプリントは教室ではお渡しできません。授業中に使用し
た紙媒体のものはすべてファイリングし、卒業時まで保管してください

教科書・教材・参考書/Textbook,Teaching
material,and Reference book

課題　20％
パフォーマンステスト　30％
授業への取り組み方　20％
定期試験（ペーパーテスト）　30％　出席が3分の2に達しない場合、定期試験の受験資格は与えら
れない。

成績評価の方法・基準等/Evaluation

原則、全回出席しなければなりません。入室の際は、ＩＣカードで打刻するように。やむを得ず欠
席した場合は、必要な書類を教員に提出してください。必要書類は教養教育事務室で確認してくだ
さい。教員にメールや電話で連絡する必要はありません。

受講要件（履修条件）/Requirements

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility

備考（URL）/Remarks(URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents
How was the Break?
 1 minute conversation
 課題：first draft writing第1回

How was the Break?
 peer-editing
 2 minute conversation
 課題：2nd draft writing

第2回



How was the Break?
 3 minute conversation
 Recording/Transcription
 課題：final draft writing　

第3回

How was the Break?
 Common Mistakes
 Fun Essay第4回

Things that really bug me.第5回

Things that really bug me.第6回

Things that really bug me.第7回

Things that really bug me.第8回

スピーキングテスト第9回

Future Dreams第10回

Future Dreams第11回

Future Dreams第12回

Future Dreams第13回

スピーキングテスト練習第14回

スピーキングテスト第15回

定期試験(ペーパーテスト）第16回
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